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一般社団法人日本色彩学会 2018 年度（平成 30 年度）第 1 回理事会議事録

【日時】 2018 年 5 月 12 日（土） 13:00 ～ 18:00
【場所】 （一社）日本色彩学会事務局（目白）

【出席者（敬称略）】

会長 髙橋 晋也

副会長 酒井 英樹※、名取 和幸

理事 岩井 彌、片山 一郎、河本 健一郎※、下川 美知瑠、須長 正治、中村 信次、

平井 経太、吉川 拓伸

監事 小松原 仁、鈴木 敬明※

オブザーバー 羽成 隆司（東海支部長）※、吉村 耕治（関西支部長）※

事務局 八木橋 生輔 ※WebEX 利用による遠隔出席

【欠席者（敬称略）】

喜多 英雄

【資料】 ・一般社団法人日本色彩学会 2017 年度（平成 29 年度）第 6 回理事会議事録（案）

[H30-1-1]
・総会案内 2018 [H30-1-2-1-1-1]
・総会資料 2018 [H30-1-2-1-1-2]
・議決権行使書 2018 [H30-1-2-1-2]
・表彰関連事項[Ｈ30-1-2-2]
・繊維学会第 48 回「感性研究フォーラム」講演会協賛依頼[H30-1-2-5-1-1]
・ヒューマンインタフェース学会「ヒューマンインタフェース

シンポジウム 2018」協賛依頼[H30-1-2-5-1-2]
・日本オプトメカトロニクス協会「コンピュテーショナルイメージング」

技術講座協賛依頼[H30-1-2-5-1-3]
・日本写真学会「第 15 回光機能性材料セミナー」協賛依頼[H30-1-2-5-1-4]
・日本人間工学会「日本人間工学会第 59 回大会」協賛依頼[H30-1-2-5-1-5]
・日本感性工学会「第 20 回日本感性工学会大会」協賛依頼[H30-1-2-5-1-6]
・色材協会「第 60 回顔料入門講座」協賛依頼[H30-1-2-5-1-7]
・日本福祉のまちづくり学会「第 21 回全国大会」後援依頼[H30-1-2-5-2]
・平成 29 年度下期 JIS 印税支払明細書[H30-1-2-5-3]
・学生グループ入会者名簿[H30-1-2-6-1]
・平成 30 年度第 1 回理事会資料_会員状況（個人情報削除）[H30-1-2-6-2]
・名誉会員候補推挙についての承諾書[H30-1-2-6-3]
・HP 関連会議資料[H30-1-2-8]
・色彩用語検討委員会設立趣意書[H30-1-2-10]
・財務報告[H30-1-3-1]
・2017 年度（平成 29 年度）第 5 回学会誌編集委員会議事録[H30-1-3-2-1]
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・2017 年度（平成 29 年度）第 6 回学会誌編集委員会議事録[H30-1-3-2-2]
・2017 年度（平成 29 年度）第 5 回関東支部役員会議事録 [H30-1-3-3-1-1]
・2017 年度（平成 29 年度）第 6 回関東支部役員会議事録[H30-1-3-3-1-2]
・2017 年度（平成 29 年度）関東支部総会議事録 [H30-1-3-3-1-3]
・2017 年度（平成 29 年度）第 5 回関西支部役員会議事録[H30-1-3-3-2-1]
・2017 年度（平成 29 年度）第 6 回関西支部役員会議事録[H30-1-3-3-2-2]
・学会収支分析[H30-1-3-4]

髙橋会長が議事進行役を務め、平成 30 年度第 1 回理事会の成立と開会を宣した。

（理事：出席 11 名、欠席 1 名／監事：出席 2 名）

1. 議事録確認

一般社団法人日本色彩学会 2017 年度（平成 29 年度）第 6 回理事会議事録（案）（資料 H30-1-1）
を確認し、満場異議なくこれを承認した。

2. 審議事項

2-1 総会関連事項

・総会議題および資料の確認

髙橋会長より、資料 H30-1-2-1-1-1～2 に基づき、2018 年度（平成 30 年度）通常総会の開催通

知ならびに総会資料について説明があり、第 1 号～5 号の各議案ならびに報告資料について、軽

微な修正を行い、総会に提案することが承認された。

・議決権行使書

髙橋会長より、資料 H30-1-2-1-2 に基づき、議決権行使書について説明があり、複数の議決権

行使手段が使用された場合の優先順位について確認した。

2-2 表彰関連事項

・日本色彩学会賞

酒井理事より、資料 H30-1-2-2 に基づき、第 22 回日本色彩学会賞の候補として、苧阪 直行氏

が推薦され、満場異議なくこれを承認した。

・論文賞、研究奨励賞

酒井理事より、資料 H30-1-2-2 に基づき、平成 29 年度の論文賞の候補として、Color Research 
and Application Vol.42 No.6 に掲載された Midori Tanaka, Takahiko Horiuchi, “Physical 
indices for judging appearance harmony of materials”、研究奨励賞の候補として、日本色彩学

会誌 Vol.41 No.5 に掲載された、「クレヨンの混同色解析―幼児のクレヨンの色使いから色覚異常

に気づくために」の第 1 著者である桂 重仁氏が推薦され、満場異議なくこれらを承認した。

また、これらの受賞者が平成 31 年度の文部科学大臣表彰に対する本学会からの推薦候補者とな

るため、本人に推薦の可否を問い合わせることが確認された。
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・第 49 回全国大会発表奨励賞審査委員会

酒井理事より、資料 H30-1-2-2 に基づき、第 49 回全国大会発表奨励賞の審査委員会に関して

説明があり、2 名の委員が推薦され、満場異議なくこれを承認した。

2-3 事業関連事項

・第 50 回全国大会および平成 30 年度研究会大会

酒井理事より、第 50 回全国大会の実行委員長として、東 吉彦氏、平成 30 年度研究会大会の

実行委員長として、坂本 隆氏が推薦され、満場異議なくこれらを承認した。

・学会誌とニューズの統合について

髙橋会長より、資料 H30-1-2-1-1-2 に基づき、学会誌とニューズの統合について説明があった。

より高頻度の情報提供と学会誌・ニューズの発行コスト削減のため、平成 30 年 7 月発行の

No.314 をもってニューズ発行を終了すること、同年 9 月以降、それまでニューズに掲載してい

た会告や各種行事案内は、学会誌に掲載し、今後は、ホームページやメーリングリスト、SNS 等

を使用した情報提供を拡充していくことが承認された。

2-4 財務関連事項

・平成 30 年度予算案

河本理事より、資料 H30-1-2-1-1-2 に基づき、平成 30 年度予算案ついて説明があり、これを承

認した。

2-5 総務関連事項

・協賛・後援依頼

片山理事より、資料 H30-1-2-5-1-1~7 ならびに資料 H30-1-2-5-2 に基づき、繊維学会第 48 回「感

性研究フォーラム」講演会、ヒューマンインタフェース学会「ヒューマンインタフェースシンポ

ジウム 2018」、日本オプトメカトロニクス協会「コンピュテーショナルイメージング」技術講座、

日本写真学会「第 15 回光機能性材料セミナー」、日本人間工学会「日本人間工学会第 59 回大会」、

日本感性工学会「第 20 回日本感性工学会大会」、色材協会 「第 60 回顔料入門講座」の協賛依頼

ならびに日本福祉のまちづくり学会「第 21 回全国大会」の後援依頼について説明があり、満場異

議なくこれらの協賛ならびに後援を承認した。

・平成 29 年度下期 JIS 印税

片山理事より、資料 H30-1-2-5-3 に基づき、平成 29 年度下期分の JIS 印税が支払われる予定

であることが説明され、満場異議なくこれを承認した。

2-6 入会・退会について

事務局の八木橋氏より、資料 H30-1-2-6-1～2 に基づき、会員状況、入会、退会者について報告

があり、入会者については、学生グループ入会として申し込みのあった 4 名を含め、満場異議な

くこれを承認した。

また、資料 H30-1-2-6-3 に基づき、大野 治代氏の名誉会員候補推挙についての承諾書を確認し

た。
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2-7 70 周年記念事業

・第 49 回全国大会参加記念品について

下川理事より、第 49 回全国大会参加記念品の候補である北岡氏デザインのカンファレンスバッ

グの検討状況について説明があった。生地色は錯視のデザインがより映える白とし、400 個発注

済みであることが報告された。

・ご寄付者記念品について

下川理事より、学会創設 70 周年記念募金の記念品の検討状況について説明があった。記念品は

カンファレンスバッグと同様の北岡氏デザインのクリアファイルとし、背景が白、裏面は透明の

形式で 200 枚発注すること、寄付の口数分のクリアファイルを提供することが承認された。

・新規委員会の設立

髙橋会長より、70 周年記念事業の一環として、色彩賞（仮称）準備委員会ならびインターナシ

ョナルカラーデイ関連事業検討委員会を設立すること、両委員会の委員長を下川理事が担当する

ことが提案され、満場異議なくこれを承認した。

2-8 HP 関連事項

平井理事より、資料 H30-1-2-8 に基づき、学会ホームページの改修ならびにメーリングリスト

の活用方法について説明があった。議論の結果、平井理事を委員長とした「ホームページ検討委

員会」を新設することが承認された。

2-9 その他

・JIS Z8105「色に関する用語」改訂準備委員会設立の件

小松原監事より、資料 H30-1-2-10 に基づき、鈴木 恒男氏を委員長とした JIS Z8105「色に関

する用語」 改訂準備委員会の設立について提案があり、満場異議なくこれを承認した。

・研究会報告のホームページ掲載について

須長理事より、研究会報告のホームページ掲載について説明があり、学会誌への掲載は 7 月号ま

でとし、それ以降はホームページに掲載する案が承認された。

3. 報告事項

3-1 財務報告

中村理事より、資料 H30-12-1-1-2 に基づき、平成 29 年度の決算について報告があった。また、

小松原監事より、資料 H30-12-1-1-2 に基づき、適切に監査が行われたことが報告された。

3-2 委員会報告

3-2-1 学会誌編集委員会

須長理事より、資料 H30-1-3-2-1～2 に基づき、平成 29 年度第 5 回ならびに第 6 回学会誌編集

委員会議事録が報告された。

3-3 支部報告

3-3-1 関東支部

名取支部長より、資料 H30-1-3-3-1-1～3 に基づき、関東支部平成 29 年度第 5 回ならびに第 6
回役員会議事録、関東支部平成 30 年度支部総会議事録が報告された。
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3-3-2 関西支部

吉村支部長より、資料 H30-1-3-3-2-1～2 に基づき、関西支部平成 29 年度第 5 回ならびに第 6
回役員会議事録が報告された。

3-3-3 東海支部

羽成支部長より、東海支部平成 30 年度支部総会議事録ならびに平成 30 年度第 1 回役員会議事

録が報告された。

3-4 その他

・文部科学大臣表彰について

酒井理事より、平成 28 年度の論文賞ならびに研究奨励賞の受賞者を推薦していた平成 30 年度

文部科学大臣表彰の科学技術賞ならびに若手科学者賞の審査結果について報告があり、受賞に至

らなかったことが報告された。

・各学会の収支状況について

岩井理事より、資料 H30-1-3-4 に基づき、各学会の収支状況について報告があり、今後の会員

サービスの在り方について議論された。

・ACA について

髙橋会長より、2019 年の ACA（アジア色彩学会）に関し、日本開催の打診があり、国際交流委

員長である岡嶋氏が対応を検討中であることが報告された。

・色彩検定関連業務に関する検討状況報告

髙橋会長より、AFT（公益社団法人 色彩検定協会）との色彩検定関連業務についての検討状況

が報告された。

・今後の理事会日程

平成 30 年度第 2 回理事会を 6 月 2 日(土)に大阪市立大学で開催することを確認した。

以上、議題のすべてを終了したので、閉会を宣した。


